
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            Ｅリーグ 

優勝 増富・増富組（加夜）準優勝 真鍋・鈴木組（健康） 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
優勝 藤森・藤森組（健康・文夜） 

準優勝 山本・山本組（健康） 

Ａ
リ

ー
グ
 

             
               D リーグ 

優勝 神谷・永田組（加昼）準優勝 牛島・泊野組（加昼） 

              
                C リーグ 
優勝 鈴木・松浦組（加夜）準優勝 浦海・栄永組（加昼） 

                 ９月５日（日）高岡公園テニスコートで 

                スクール生大会を行いました。６８名の元気な 

              生徒さんが交流を深めながらゲームの進め方・ルー 

             ル・コートマナーなどを勉強しました。 

 ほとんどの大会がセルフジャッジで行います。疑わしきは「イン」「イン」「イン」「イン」が基本マナー

です。相手に有利なコールを心がけスムーズに進行していきましょう。 
 

             
                   B リーグ 

優勝 中西・松尾組（健康）準優勝 木村・木村組（加夜） 

②�相手にボールを
渡すときは、後ろにい

る人から渡しましょ

う。ﾜﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞさせて取

りやすいように。 

③�
ダ

ブ
ル

フ
ォ

ー

ル
ト

な
ど

相
手

の
ミ

ス

で
大

喜
び

し
な

い
よ

う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

①�プレイしているコー

トの後ろを横切らない。ポ

イントが終わってから通

るように。 

④�サービスを打つ時に、
ベースラインを踏んだり、超

えたりして打たないように。

審判がつく試合ではフット

フォールトをとられます。 

⑤�途中でスコアが不

明にならないように、サ

ーバーは必ずスコアをコ

ールしましょう。 

フォールトのボ

ールはネットに

かけておこう。 

☺『ありがとうございました。』

と気持ちよく握手ができる試合

をしましょう。 
アウトのコールは、ボールに近

い人が大きな声ではっきりと。 

う
～

ん
･
･
･
ラ

イ

ン
に

か
か

っ
た

な
。

イ
ン

で
す

！
 

ポイントは、 

ラブ（０） 

ヒフティーン(１５) 

サーティ（３０） 

フォーティ（４０） 

と 呼 ぶ の ね 。 あ

と、デュースにアド

バンテージなんて

のもあるわ。 

ﾀｲﾌﾞﾚｰｸでは、普通にゼロ(０)

ワン(１)ツー（２）と呼びますよ。 

奇数ゲームが終わるとコー

トチェンジするよね。 

さあ！大会に出よう。 

楽しく試合をするためには。

テニスクリニックテニスクリニックテニスクリニックテニスクリニック    

ＨＨＨＨ１７１７１７１７．．．．１１１１．．．．２３２３２３２３((((日日日日))))    

９９９９：：：：３０３０３０３０～～～～１１１１１１１１：：：：３０３０３０３０    

加茂川公園加茂川公園加茂川公園加茂川公園    

定員定員定員定員４０４０４０４０名名名名    

１０００１０００１０００１０００円円円円////人人人人    

    

こんなときはこんなときはこんなときはこんなときはテニスクリニックテニスクリニックテニスクリニックテニスクリニックへへへへ    

 

ダブルスのフォーメーションがよくわからない、ボレーが上手くできない、サービスが

入らない・・・などなどゲームをやると痛感しますね。そんな悩みをクラス別に分かれ

てレッスンします。レッスンの後は１３：００までコート開放の予定。 

 申申申申    込込込込：：：：豊田市体育館へ 

 問合せ問合せ問合せ問合せ：：：：普及指導委員会  紅谷 ０９０１２３６２０２２ 

①大会の要項に必ず目を通し、会場・コール時間・服装など 

 の確認をしておきましょう。 

②ペアと一緒にコール時間の１０分前までには、大会本部へ 

 出席の届けをしておきましょう。コール時間とは、その時 

 間には試合が出来る状態です。準備体操を忘れずに。 

③大会のｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝをしっかり聞いて試合に臨みましょう。 

④試合が終わったら速やかに本部へ結果を報告し、進行に  

 協力しましょう。 
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